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ダストアグリゲイトへの星風からの運動量移送

Momentum transfer to fluffy dust aggregates from stellar winds
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多数凝集したものであると期待されるので、凝集体塵の運動量移送断面積を求めることが塵円盤の寿命を決定する鍵
となる。

まず凝集体塵の運動量移送断面積を定式化し、数値計算を行うアルゴリズムを提唱する。そして、プラズマ粒子によ
るポインティング－ロバートソン効果と光子によるポインティング－ロバートソン効果の大きさを比較検討する。

われわれは凝集体塵の運動量移送断面積を求める経験式を見つけた。また上記二つのポインティング－ロバートソン効
果の比較から、若い主系列星では光子ポインティング－ロバートソン効果から期待される落下時間と比べて数桁短くな
ることを見出した。本発表では若い星の周塵円盤における粒子ポインティング－ロバートソン効果に関する議論を行う。


